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斐伊川の河川環境の保全を目指し て 

～ 尾原ダムに流入した土砂を下流河川に投入して環境保全をはかる初の試み ～ 

 

 国土交通省 出雲河川事務所は、尾原ダム下流域の河川において、スナヤツメ※などの

砂地を生活基盤とする生物に配慮し、生息環境の保全に向け、尾原ダムでは初となる

土砂投入(ダムに流入した土砂を下流河川に投入して供給)の試行を始めます。 

 

 〇 期待する効果 

・ スナヤツメ※などの砂地を生活基盤とする生物の生息環境の改善 

(ダム下流河川の粗い石やレキばかりの川底に砂が供給される) 

・ 川底の石やレキに付着した藻類の更新 

(投入した土砂が古い藻類に衝突して剥がれることで新しい藻類に更新) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇 実施概要 

・ と き  令和2年4月21日(火) 9時頃～ 

・ ところ  尾原ダム直下の河川内（詳細は別紙参照） 

・ その他  当日の気象条件等によっては中止する場合がございます 

 

 

＜問い合わせ先＞  

                       国土交通省 中国地方整備局 出雲河川事務所 

 副所長(技)       平井
ひ ら い

 雅之
まさゆき

 

                     ０８５３－２１－１８５０（代表） 

【担当】 尾原ダム管理支所長  河口
かわぐち

 幸広
ゆきひろ

 

                                     ０８５４－４８－０７８０（代表） 
〒693-0023 島根県出雲市塩冶有原町 5-1 電話：0853-21-1850(代表) 

WEB サイトの URL：http://www.cgr.mlit.go.jp/izumokasen/ 

尾原ダムキャラクター「すさのおくん」 

改善前 改善後

・ 石やレキばかりの川底 

・ 表面に古い藻類が付着 

・ 石やレキばかりの川底に砂が供給 

・ 表面に古い藻類が新しい藻類に更新 

※スナヤツメ 
流れの穏やかな湧水環境を有する 

砂泥底に生息 

■今回の取り組みの前後で、生物の生息環境等に

どのような改善効果が得られるか、下流河川の

土砂分布や石に付着した藻類を調査し、今後の

取り組みに反映します。 



         

(別紙) 

 

 

〇 尾原ダムへのアクセス 

さくらおろち湖  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 取材対応について 

 

・ 当日の現地での取材は、上記の「取材受付場所」にてお願いします。 

(投入箇所付近での取材は、安全確保のため、ご遠慮願います。) 

・ 取材の乗入車両は、上記の尾原ダム下流広場を開放しますので、係員の 

案内により駐車願います。 

・ 取材の対応時刻は、当日「9 時～11 時」までとします。 

・ 当日の気象状況等により中止する場合がございますので、確認する場合は、 

問い合わせ先の担当者までお問い合わせください。 

 

※ 取材を希望される方は、新型コロナウイルス感染症対策のため、必ず、マスク、

その他(せき、くしゃみ等を防止できるもの)の着用をお願い致します。 
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